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保護者、子ども用

１ 将棋のメリット

 将棋は日本の文化です。

 将棋は「棋道」と呼ばれ、剣道、柔道、茶道、華道と同様に「型」から入り

「心」を体得していく日本の文化です。

（１）「三つの礼」  プロ棋士も「三つの礼」の儀式を必ず行います。

  ① 始まりの礼

  「お願いします」そろって礼

  対局中は無言のまま戦いが進みます。

  ② 負けの宣言

  「負けました」そろって礼

  負けを認め、相手に宣言する（詰まされた等）

  ③ 終わりの礼

  「ありがとうございました」（感謝の気持ちを表す）

 他の競技にないことは、自ら「負けました」と潔く負けを認める作法です。

 将棋を通して、相手への敬意を表すことや、負けても次に進む勇気を持つこ

とを学びます。

 負けを乗り越えることで精神的にも成長します。

 将棋を通して、礼儀作法や社会的なルール、マナーを学ぶことができます。

（２）「三つの力」 将棋を通して次の三つの力を鍛えることができます。

  ① 「集中力」

小学生の集中が続く時間は４５分と言われます。そこで、小学校の授業は

 ４５分になっています。

  将棋は数時間でも集中することができるようになります。

  ② 「思考力」

数学的な思考力を鍛えます。将棋の得意な子どもの多くは算数・数学が得

 意になります。

  ③ 「知的好奇心」

 「単に勉強ができるだけの子」と「賢く伸びる子」の違いを説明します。

 「自発的動機付け」がキーワードです。

 やらされ意識の強い「他発的動機付け」でなく、自ら進んでやる気を持って

 学習する習慣が将棋を通して身に付きます。



２ 将棋の基本的なルール、マナーについて

（１）振り駒について   先手、後手の決め方

（２）始まりの礼、負けの宣告、終わりの礼

（３）駒の置き方 マスの中に駒を入れる 持ち駒は見やすく整理します。

（４）「待った」なし 手から駒が離れたら指したことになります。

（５）反則すると原則として負けになります。審判を呼んでください。

（６）主な反則 二歩、二手指し、行き所のない駒を打つ、

        王手に気づかず他の手を指す、成れないのに成る等

（７）正しい姿勢で指してください。良い姿勢はとても大切です。

（８）対局中はあいさつ以外は私語禁止です。

（９）対局終了のあいさつ後に将棋の駒を最初の形に並べます。

３ 将棋教室の進行

（１）クラス分け 初心者クラス、初級者クラス

（２）講座    

   初心者講座 駒の動かし方、詰ませ方等、対局ができるまで

   初級者講座 駒の価値、初級者の定跡、形勢判断の仕方等

（３）同じクラス同士の対局、講師による指導対局等

（４）対局

   対局カードを使います。名前を呼ばれたら「はい！」とはっきり返事を

し、本部に対局カードを取りに来ます。

 対局が終わったら対局カードを本部に渡しますが、その時「勝ちました」

「負けました」とはっきり伝えてください。

次の対戦相手が決まるまで、将棋の本コーナーで読書するか、「詰将棋」、 

「次の１手」を考えてください。

（５）閉会式

   初心者の部、初級の部で成績優秀者を表彰します。

   （優勝者には賞状、賞品 ３位まで賞品）

   対局態度が特に良い子には、特別賞もあります。

   「詰将棋」「次の１手」問題の正解者から抽選で賞品


